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QUESTについて

より一層の社会課題解決に向けて、共創と革新を促進すべく、JICAは「QUEST」を立ち上げ
ました。JICAとデロイトが皆様の共創事業を伴走支援します

社会課題解決の

より一層の促進

共創
JICA以外の知見、予算、人

員を総動員する

革新
既存の解決策よりも高い効

果を生み、効率が良く、持

続可能で、公正な解決策
を模索する

×

• 開発課題に精通するJICAと、事業開発の専門家であるデロイトトーマツGr.が共創事業創出を伴走支援
• 既存事業拡大や新規事業創出～事業化など、様々な目的を持った方々にご参加いただけます

JICAとデロイトが伴走支援

JICA QUEST
Community
（JQC）

事業

アイデアエーション・

ブラッシュアップ

PoC
（仮説検証）

出口戦略構築

（ファンドレイズ）

PoC費用支援
（max3百万円）

共創テーマ発信
ピッチ

東京・愛知・福岡
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JICA共創×共創プログラム「QUEST」 - YouTubeShort Movie

https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
https://www.youtube.com/watch?v=VbZ2L9lM12Q
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QUEST2025の採択団体と共創事業

Agrabah Ventures Inc. / Naga College Foundation, Inc.
フィリピン・マレーシア等

地域主導の海藻養殖で炭素クレジットを生成し、地球規模の気候変動緩和を支援

ジェネラス / MITAS Medical
バングラデシュ

心電図・脈拍測定とデータを管理するITシステムによる遠隔心臓リハビリと疾病予防体制構築

NPO法人発達わんぱく会 /エフバイタル
ベトナム

発達支援専門性とAIを活用した自閉症支援の人材育成

セツロテック /住友商事
モンゴル

カシミヤヤギの品種を改良し、高付加価値なカシミヤが生産できるヤギの開発

香川高等専門学校 / モンゴル日本共同技術高等学校
モンゴル

日モンゴル宇宙教育連携プロジェクトーCubeSat教材と
成層圏気球実験による国際共同教育の実践ー

九州大学 / Guan
タイ

エピゲノムを活用した新しい種子の改変技術を用いて、世界の食料問題を解決

坂ノ途中 /バイオーム
エクアドル

アグロフォレストリーによるコーヒー栽培と生態系モニタリングを

通じたガラパゴス諸島の生物多様性保全と小規模農家の生計向上事業

SheaPure / 東北大学大学院 /アクロス東北
ナイジェリア

伝統的なシアバター生産に超臨界流体技術（SFT）を導入

FiberCraze / Tropical Infectious Diseases Research & Education Centre (TIDREC)
マレーシア・インドネシア等

デング熱やマラリアなど蚊媒介感染症予防に特化した高機能性繊維製品の開発
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QUEST2026 実施概要
募集要項は☛こちらをクリック
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1. 共創事業創出に向けたマッチング支援

2. JICAとDeloitteによるハンズオン支援
◼ 共創事業アイデアエーション・ブラッシュアップ、PoC企画・実施、出口戦略（ファンドレイズ）検討

3. PoC費用として最大300万円/件の資金支援
4. QUESTコミュニティを通したネットワーキング機会、JICAプロジェクトやQUEST情報の提供

対象

• 法人の所在地は日本国内外問わない。
• 以下のいずれかで法人格を有すること。（法人格のない団体又は個人としての提案は不可）

◼ 民間企業（大企業、中小企業、スタートアップ）

◼ アカデミア（大学、高専、研究所）

◼ 市民社会（NGO、NPO 等）
◼ 公的機関（開発途上国の政府関係機関、地方自治体）

提供価値

対象エリア

• 社会課題解決に貢献し得る事業であれば、国や地域は限定無し

• 後述の JICA が掲げる共創テーマの中から、賛同いただける共創テーマを選択の上、ご提案をお願いいたします。賛
同いただけるテーマがない場合には、その他テーマのご提案も可能です

https://quest.jica.go.jp/wp-content/uploads/2026/03/9f159af9201db19f0a8404d6650bac00.pdf
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QUEST2026 スケジュール

JICA QUEST
Community (JQC)

•

2026/2

from JICA

• 3/9( )
• 3/16( )
• 3/30( )

2026/3

•

•

•

募集：2026/4/1-5/31
選考：2026/6/1-7/中旬

•

2027/1

PoC

2026/8-12

•

PoC
•
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現地への対面参加推奨

JICAとのラウンドテーブルやネット
ワーキング機会は対面参加限定

2026/5/15まで JICA QUEST Community を通して共創テーマのオーナー（JICA 職
員）との共創的対話（質疑応答、技術の紹介、アイデアのブラッシュアップ等）

が可能です。但し、提案検討中の共創事業アイデアの評価を求める質問には応じ
ることができません。また、2026/5/16以降の対話は禁止とします
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QUEST2026 JICA QUEST コミュニティのご案内
社会課題解決を目指したQUESTをはじめとする対話・共創の場として始動
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コミュニティイベントの開催

共創テーマに

関する質疑

JICAプログラムの

情報配信

参加者同士での交流機会

プログラムに関する質疑

JICAメンバーとの

交流機会

事業推進に

有益な情報の配信

Slackへのご招待

JICAQUEST

Community

JICAQUEST

Community

コミュニティメンバーへのご参加はこちら
のformsからご回答をお願いいたします
*ご参加無料
*formsへご回答いただいた方にSlackのご招待をお送りい
たします

*QUESTへのご応募に際して本コミュニティへのご参加を推
奨させていただいております

*リンク読込みができない場合は以下QRコードよりご回答く
ださいませ

https://forms.office.com/e/eWbvweej9v
https://forms.office.com/e/eWbvweej9v
https://forms.office.com/e/eWbvweej9v
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QUEST2026 共創テーマ発信ピッチ

愛知 日時：3/9（月）15:00~18:30（JST）ハイブリッド開催
現地会場：STATION Ai 1F イベントスペース（愛知県名古屋市昭和区鶴舞1-2-32）

福岡 日時：3/16（月）14:00~18:30（JST）ハイブリッド開催
現地会場：ONE FUKUOKA BLDG. SKY LOBBY SQUARE（福岡市中央区天神1-11-1）

東京 日時：3/30（月）14:00~18:30（JST）ハイブリッド開催
現地会場：Tokyo Innovation Base 2F STAGE/ROOM（東京都千代田区丸の内3-8-3）

【共創テーマ発信
ピッチ】申込フォーム

愛知

時間 内容

15:00 15:30 会場、受付開始

15:30 15:40 オープニング

15:40 15:45 QUEST2026の説明

15:45 16:35 JICAによる共創テーマ発信ピッチ（6テーマ）

16:35 16:45 休憩

16:45 17:35 JICAによる共創テーマ発信ピッチ（7テーマ）

17:35 18:05 ラウンドテーブル

18:05 18:35 ネットワーキング

福岡・東京

時間 内容

14:00 14:30 会場、受付開始

14:30 14:40 オープニング

14:40 14:45 QUEST2026の説明

14:45 15:35 JICAによる共創テーマ発信ピッチ（6-7テーマ）

15:35 15:45 休憩

15:55 16:45 JICAによる共創テーマ発信ピッチ（7テーマ）

16:45 17:45 ラウンドテーブル

17:45 18:30 ネットワーキング
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QUEST2026 共創テーマ（1/2）
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# テーマ 地域・国 愛知 福岡 東京

1 デジタルヘルス基盤を活用したブータンの新産業創出モデルの構築 ブータン 対面 対面 対面

2 平和構築支援における文化遺産・文化資源の活用 スーダン 録画 録画 -

3 低コストな廃棄物の再資源化・再価値化の推進、簡易汚泥処理・活用技術導入等のアイデア

募集
ザンビア・ルサカ市 - 録画 対面

4 鉱山開発に伴う環境影響低減に関する技術・知見の活用 ザンビア コッパーベルト州 - 録画 録画

5 3Dプリンターを活用した医療・福祉用具の現地製造・供給体制の構築 モンゴル・ウランバートル オンライン オンライン

6 国内外の水道の共通課題の解決に向けて～水道事業体DXによる国内課題×途上国課題解
決のための社会実験～

全世界 対面 対面

7 パキスタンの女性の健康課題解決促進 パキスタン・パンジャブ州 対面 - 対面

8 アジアの忘れられた難民危機の解決に向けた、次世代デジタルソリューション
タイおよびバングラデシュにおける

難民・避難民受け入れ地域
対面 対面 -

9 ラオスにおけるNCDsの実態把握に向けたAI・スマート技術等の活用 ラオス 対面 - 対面

10 マレーシア日本国際工科院（MJIIT）の研究シーズ×日本企業による開発課題の解決 マレーシア 対面
対面

オンライン

11 Open Data and AI-Driven Labor Market Intelligence Platform for Gabon” ガボン 録画 録画

12 水産ブルーエコノミー振興に向けた水産資源の持続的な利活用 パプアニューギニア（PNG） 対面 対面

13 途上国での持続的なスマートシティアプローチを用いたまちづくりの実現に向けた衛星データの活用 全途上国（特に、東南アジア・南アジア地域） - 対面 対面
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QUEST2026 共創テーマ（2/2）
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# テーマ 地域・国 愛知 福岡 東京

14 大学の技術シーズと企業のビジネスニーズをつなぐ インド 対面 対面 対面

15 DXを通したパキスタンにおける母子継続ケア・サービスへのアクセス改善 パキスタン オンライン 対面

16 「患者と家族に優しい病院空間」共創プロジェクト インド - オンライン 対面

17 モンゴル恐竜リバイバル：南ゴビの眠れる資源を、観光と地域経済の原動力に変える モンゴル（ウムヌゴビ県を想定） - 対面 対面

18 ごみの分別をゲーム感覚で楽しめるシステムの構築 キューバ・ハバナ県 オンライン オンライン

19 途上国産商品の流通促進を目的とした、中央アジアと日本のバリューチェーンのリンケージ強化
キルギス、中央アジア・コーカサス各国（カザフスタン、タジ

キスタン、ウズベキスタン、ジョージア）
対面 対面 対面

20 特産品と自然資源を守る地域循環モデル実証 マダガスカル共和国 対面 - 対面

21 国民的ポイ捨て防止運動 チュニジア - 録画 録画

22 衛生的なトイレで人と街を元気に マラウイ・リロングウェ市 録画 オンライン -

23 Improving access to continuous care services for patients at risk of chronic kidney 
disease (CKD) in El Salvador through digital transformation (DX) Central America, El Salvador. 録画 - 録画

24 バングラデシュ理数科基礎学力を育む学びデザイン・ラボ バングラデシュ 対面 - 録画

25 スポーツと開発の効果を“見える化”する：社会的インパクトの測定 全世界 録画 対面
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共創×革新による社会課題解決“QUEST”の広報連携をいただけるパートナーを募集します
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連携事項 連携特典

① QUESTプログラム・イベント情報発
信連携

② プログラムへの参加呼びかけ連携

*お持ちのネットワーク/コミュニティ等
を活用したプログラムへの参加促
進・推薦

③ イベント等でのご登壇やコンテンツ
面での連携

① 公式WEBサイト等へのロゴ掲示
*リンク付き社名/ロゴ掲示

② 連携パートナー様の広報機会

*QUESTプログラムと親和性のある
広報パートナー様のプログラム・イベ
ント等の告知機会



© 2026. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.12

＜メールでの問い合わせ先 / contact us＞

QUEST担当事務局 / QUEST team：quest-info@tohmatsu.co.jp
受付時間：9:30 -18:30 平日のみ / Office Hours : 9:30-1730(JST) Mon-Fri

Website

mailto:quest@tohmatsu.co.jp
mailto:quest@tohmatsu.co.jp
mailto:quest@tohmatsu.co.jp
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